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（３９４６） 

 

事 業 名 事業区間 総事業費 約８億円 
事業種目 山村振興 

新山村振興等農林漁業特別対策事業 加美地区 内用地補償費 － 

所  在  地 事業採択 
予定年度 

着工予定 
年  度 

完成予定 
年  度 

 多可郡加美町加美地区 H１７ H１７ H２０ 

 事 業 目 的 事 業 内 容 

 山村等中山間地域の振興を図るため、地域の特性を活か

した農林水産業の振興、都市との交流の促進、生活環境の

向上、高齢者女性対策を推進する。 

事業主体：加美町 

地域指定：振興山村（一部）、特定農山村 

１地域資源活用総合交流施設 

 ラベンダー園5ha、 

 育苗・加工・販売施設1棟511㎡ 

 （国50%、県2%、町48%） 

２農林水産物直売・食材供給施設 

 うどん・茶加工販売施設：1棟150㎡ 

 （国50%、県7%、町43%） 

３滞在型市民農園 

 簡易宿泊棟10棟延400㎡ 

 （国50%、県4%、町46%） 

評価視点 評価結果の説明 

 (1)必要性 加美町では自然に恵まれた資源を生かし、村の名物・自慢づくり運動による、

住民が自ら考え、行動する地域づくり、都市と農山村の交流の舞台づくりを展開

する「心なごむ共生と交流の町づくり」として活性化に取り組んでいる。 

このため、①都市農村交流の一層の促進②地域資源を活用した新しい産業の創

出と雇用の場の確保③地域農産物の生産拡大や付加価値の向上等により、さらな

る地域の魅力を高め、多自然居住のまちづくりを推進する。 

 (2)有効性・効率性 事業実施により下記の効果が期待できる。 
①施設整備による雇用の創出(14人の新規雇用) 

②収益の増加（55,100千円の増収） 

③費用対効果B/C=1.37 

・用地の提供、施設の維持管理等、地元の事業実施体制も整っている。 

 (3)環境適合性 施設の整備にあたっては、加美町産木材を使用し、地域森林資源の有効活用を図る。

 (4)優先性 ①ラベンダー園は、加美町で進めている大河丘陵活用計画の中で中核となる施設で

県道氷上加美線と一体的に整備して、全線開通（H23）までの開園を計画する。

②農産物処理加工施設は、町内産小麦や茶を、名水「松か井の水」を利用して高付

加価値な加工販売を行うことで地域の収益率をアップするとともに、地産地消を

推進する。 

③滞在型市民農園は、全国棚田百選「岩座神の棚田」という立地条件から、利用

希望者が多く、ニーズに応えるため既存の施設に隣接して増設する。 

 




